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米
国
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
間
の
緊
張
関
係
は
改

善
す
る
と
思
わ
れ
た
が
、
24
年
の
ト
ラ

ン
プ
氏
の
大
統
領
再
選
に
よ
り
、
再
び

危
機
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
25
年
１
月
20
日
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
「
大
統
領
令
１
４
１
５
５
号
」

に
署
名
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
脱
退
を
正

式
に
通
知
。
翌
26
年
１
月
22
日
に
発
効

し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
資
金
拠
出
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
参
加
な
ど
が
す
べ
て
停
止
さ
れ
た
。

国
際
保
健
は
多
極
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
化

米
国
は
最
大
の
「
ス
ポ
ン
サ
ー
」
で

あ
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
通
常
予
算
の
２
割
が

米
国
の
支
援
金
で
賄
わ
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
米
国
は
優
秀
な
感
染
症
・
公
衆
衛

生
専
門
家
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
派
遣
し
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
対
応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
思

決
定
過
程
で
核
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
と
っ
て
は
致
命
的

な
打
撃
で
あ
り
、
26
～
27
年
に
か
け
て

最
大
６
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
給
与
不

足
に
直
面
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
１
９

４
８
年
の
設
立
以
来
、
加
盟
国
が
恒
久

的
な
脱
退
を
し
た
の
は
初
め
て
だ
。

米
国
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱
退
に
よ
り
、
代
わ

っ
て
中
国
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
内
で
影
響
力
を
増

す
こ
と
に
な
る
。
25
年
の
分
担
金
は
８

７
６
０
万
ド
ル
、
任
意
拠
出
金
も
４
１

０
０
万
ド
ル
だ
っ
た
が
、
同
年
５
月
の

Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
５
億
ド
ル
の
追
加
拠
出

を
約
束
し
、
米
国
脱
退
後
の
予
算
の
空

白
を
補
完
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
の
保

健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
広
範
な
支

援
・
対
外
援
助
の
大
部
分
を
米
国
が
凍

結
す
る
一
方
、
中
国
の
「
囲
い
込
み
戦

略
」
は
世
界
規
模
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

25
年
３
月
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
地
震
で
は
、

米
国
が
９
０
０
万
ド
ル
し
か
援
助
し
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
は
１
億
３
７

０
０
万
ド
ル
の
拠
出
を
約
束
。「
責
任
あ

る
大
国
」
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
し
た
。

ア
フ
リ
カ
で
の
中
国
の
投
資
は
過
去

20
年
間
で
３
３
９
０
億
ド
ル
を
超
え
て

お
り
、
直
近
で
は
25
年
９
月
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
で
イ
ン
ス
リ
ン
生
産
施
設
を
建

設
す
る
計
画
を
発
表
。
地
元
企
業
と
の

合
弁
で
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
や
抗
レ
ト
ロ
ウ

イ
ル
ス
薬
の
製
造
を
推
進
す
る
。
し
か

し
中
国
の
支
援
は
借
款
中
心
で
被
援
助

国
の
債
務
依
存
を
生
む
た
め
、
将
来
的

な
「
隷
属
化
」
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の

ワ
ク
チ
ン
外
交
に
も
そ
の
傾
向
は
見
ら

れ
た
。
欧
米
製
ワ
ク
チ
ン
が
先
進
国
中

心
に
確
保
さ
れ
る
な
か
、
中
国
は
シ
ノ

フ
ァ
ー
ム
や
シ
ノ
バ
ッ
ク
製
ワ
ク
チ
ン

を
ア
ジ
ア
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
へ
広

範
に
供
給
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
受
入

国
の
薬
事
行
政
や
製
造
拠
点
は
中
国
側

の
技
術
・
品
質
管
理
体
制
に
組
み
込
ま

れ
、
追
加
接
種
や
変
異
株
対
応
で
も
継

続
的
な
取
引
関
係
が
形
成
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
二
国
間
依
存
の
深
ま
り
は
ま
す

ま
す
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
下
げ
る

結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

中
国
は
一
帯
一
路
の
一
環
と
し
て

「
健
康
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
構
想
を
掲
げ
、

各
国
へ
の
病
院
建
設
、
検
査
ラ
ボ
整
備
、

感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
医
療

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
本
当

に
大
失
敗
を
し
た
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

を
め
ぐ
り
、
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
20

年
４
月
の
記
者
会
見
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
激
し

く
批
判
。
さ
ら
に
同
年
５
月
18
日
に
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
宛
て
の
書
簡
で
資
金

停
止
と
脱
退
を
示
唆
し
「
中
国
が
Ｗ
Ｈ

Ｏ
を
完
全
に
支
配
し
て
い
る
」
と
非
難

し
た
。
こ
の
発
言
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
人
道
的
な
医
療
技
術
の

検
討
の
場
で
は
な
く
、
地
政
学
的
な
政

治
の
場
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

演
説
や
記
者
会
見
の
場
で
も
繰
り
返

し
、「
我
わ
れ
は
常
に
米
国
第
一
で
行
動

す
る
」
と
強
調
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
開
発

や
医
療
物
資
確
保
の
方
針
に
も
そ
れ
は

反
映
さ
れ
た
。
実
際
、
ワ
ク
チ
ン
開
発

を
進
め
た
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー

プ
・
ス
ピ
ー
ド
」
戦
略
に
お
い
て
も
、
米

国
民
へ
の
優
先
供
給
を
明
確
に
し
て
い

た
。同
年
末
の
大
統
領
選
で
落
選
し
、嵐

の
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
去
る
と
、

チ
ー
ム
派
遣
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら

は
人
道
的
意
義
を
持
つ
一
方
、
医
療
機

器
・
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
・
保
守
契
約
を
通

じ
て
長
期
的
な
技
術
依
存
を
生
む
構
造

を
伴
う
。
例
え
ば
、
検
査
機
器
や
デ
ジ

タ
ル
健
診
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
導
入

す
れ
ば
、
消
耗
品
供
給
や
ソ
フ
ト
更
新

で
継
続
的
な
関
係
が
必
要
と
な
る
。

中
国
の
仕
様
標
準
が
特
定
地
域
で
の

デ
フ
ァ
ク
ト
と
な
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
技
術

標
準
や
相
互
承
認
の
枠
組
み
が
弱
体
化

し
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
相
互
運
用
性
が

低
下
す
る
。
デ
ー
タ
の
共
有
が
制
限
さ

れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
が
特
定
の
政

治
・
技
術
圏
に
紐
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

20
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
起
源
調
査
の
際
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
中
国
・
武
漢
に
専
門
家
チ
ー

ム
を
派
遣
し
た
が
、
中
国
は
主
権
や
国

内
法
を
理
由
に
情
報
提
供
を
制
限
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
国
際
保
健
規
則
（
Ｉ
Ｈ
Ｒ
）
で

は
、
臨
床
サ
ン
プ
ル
、
ウ
イ
ル
ス
分
離

株
な
ど
の
迅
速
な
デ
ー
タ
共
有
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
は
原
デ
ー

タ
の
提
供
を
拒
否
し
、
要
約
版
の
み
を

提
供
し
た
。
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
公

に
中
国
の
非
協
力
を
批
判
し
た
が
、
米

国
は
さ
ら
に
激
し
く
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
非
難
。

の
ち
の
米
国
脱
退
の
伏
線
と
も
な
っ
た
。

よ
り
象
徴
的
な
問
題
と
し
て
台
湾
問

題
も
挙
げ
ら
れ
る
。
台
湾
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ

の
正
式
加
盟
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、新

型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
初
期
で
も
、

台
湾
国
内
の
感
染
状
況
の
情
報
共
有
が

制
限
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

有
す
る
情
報
の
普
遍
性
・
包
括
性
に
関

す
る
信
頼
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
た
。

今
後
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
影
響
力
低
下
で
、国

際
保
健
は
多
極
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
進

み
、
人
道
主
義
で
は
な
く
、
地
政
学
的

な
政
治
の
手
段
・
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い

く
。
こ
う
し
た
傾
向
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
や
辺
境
の
農
村
部
、
紛
争
地
帯
な

ど
の
地
域
が
「
網
か
ら
漏
れ
る
」
リ
ス

ク
が
高
ま
り
、
社
会
的
不
正
、
貧
困
、
気

候
変
動
に
よ
る
健
康
格
差
・
不
平
等
を

さ
ら
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
も
と
は「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」

「
む
し
ろ
判
断
が
遅
か
っ
た
ん
で
は
な

い
か
」

25
年
３
月
の
神
戸
市
会
予
算
委
員
会

に
お
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
神
戸
セ
ン
タ
ー
へ

の
支
援
打
ち
切
り
を
取
り
上
げ
た
市
会

議
員
の
ひ
と
り
が
市
当
局
に
不
満
を
述

べ
る
。「
30
年
間
、
多
額
の
運
営
支
援
を

行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
累
計
で
、

市
・
県
・
経
済
界
合
わ
せ
て
約
１
６
０

億
円
、
う
ち
神
戸
市
だ
け
で
も
約
55
億

円
に
及
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」。

10
日
後
に
開
か
れ
た
本
会
議
で
も
、
他

の
議
員
よ
り
「
30
年
に
わ
た
り
巨
額
の

税
金
を
投
じ
て
き
た
。
今
後
の
効
果
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
出

る
な
ど
、
地
元
政
財
界
に
と
っ
て
、
も

は
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
神
戸
セ
ン
タ
ー
は
「
お
荷

物
」
で
し
か
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

も
と
も
と
は
震
災
直
後
と
い
う
困
難

な
状
況
の
下
、
兵
庫
県
・
神
戸
市
・
地

元
経
済
界
ら
の
支
援
で
開
設
さ
れ
た

「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
だ
っ
た
。
主
に
認

知
症
や
健
康
寿
命
延
伸
、
高
齢
化
対
策

と
い
っ
た
持
続
可
能
な
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
実
現
に

向
け
た
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
地
元
・
神
戸
に
と
っ
て
一
番

残
念
だ
っ
た
の
は
、
や
は
り
新
型
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
名

を
冠
し
て
い
な
が
ら
感
染
症
に
つ
い
て
、

一
切
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

要
は
市
民
還
元
、
す
な
わ
ち
存
在
意
義

を
感
じ
に
く
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
、世

界
に
お
け
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
今
後
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
も
神
戸
の
意
向

を
尊
重
し
、
同
セ
ン
タ
ー
を
26
年
３
月

31
日
に
閉
鎖
す
る
と
発
表
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

国
内
唯
一
の
直
轄
研
究
機
関
だ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
研
究
テ
ー

マ
の
い
く
つ
か
は
、
他
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
機
関

や
パ
ー
ト
ナ
ー
に
継
承
さ
れ
る
と
い
う
。

国
際
保
健
が
多
極
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
化

し
た
世
界
と
は
、
保
健
が
「
公
共
財
」

で
あ
る
と
同
時
に
「
戦
略
資
源
」
に
も

な
る
世
界
だ
。
共
通
規
範
が
揺
ら
ぐ
な

か
で
各
国
が
影
響
圏
を
競
い
合
う
世
界

で
も
あ
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
国
内
か
ら
撤
退
し
た
後
、

米
国
が
自
国
第
一
主
義
に
走
り
、
国
際

保
健
が
多
極
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
世

界
で
、日
本
は
ど
う
生
き
残
る
の
か
。
神

戸
に
あ
っ
た
国
際
機
関
の
撤
退
は
、
ま

す
ま
す
不
透
明
に
な
る
日
本
の
医
療
安

全
保
障
の
将
来
に
、
大
き
な
問
い
を
投

げ
か
け
て
い
る
の
だ
。

「日本撤退」が決まったWHO神戸センター

「
米
国
脱
退
」で
進
む
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
希
薄
化
と
中
国
の「
囲
い
込
み
」

神
戸
セ
ン
タ
ー
廃
止
で
問
わ
れ
る
日
本
の
生
き
残
り
戦
略 

神
戸
市
議
会
議
員
・
元
国
会
議
員
政
策
担
当
秘
書
　
岡
田
裕
二


